
帰国前 Covid-19 検査について 

航空便搭乗、入国(帰国)等、何らかの証明のために Covid-19 検査を受ける場合(無症状の場合)、

マルタで検査可能な機関、病院例は以下の通りとなります。 

証明書に記載が必要な事項は、用途によって異なる場合があります。日本帰国時の検査証明について

は、下記外務省からの通達事項をご確認ください。 

 

外務省リンク:https://www.mofa.go.jp/mofaj/ca/fna/page25_001994.html 

 

■検査の種類:上記リンク所定のフォーマットに記載されている採取検体、検査法 

■検査費用:私立機関での PCR 検査の場合 120-140 ユーロ程度 

■持ち物:身分証明書としてのパスポート 

その他利用航空便によって、必要な検査書類や検査のタイミングが異なる場合もありますので、自分の利

用航空会社の情報をよく確認するようにしてください。 

 

【推奨①】Serenity Holistic Medical Clinic (Swieqi) – Private Clinic 

Address: 48B, Triq il-Ghajn c/w, Triq il-Wasliet, Swieqi, SWQ 3122, Malta 

https://goo.gl/maps/ekbF76eritcGj3Ci8 

Tel: +356 77770633 (WhatsApp 利用可) 

E-mail: serenityclinicmalta@gmail.com 

検査可能時間は、平日 08:30-11:30 / 土曜日 08:30-09:45、結果受け取り時間は同日

16:00-17:00 となり、学校から徒歩 10 分程度の場所にあるので、授業前後に受けやすいです。 

 日本人の場合には外務省指定のフォームに検査結果を記載、書面で受け取れます(予約時に

自分でもリクエストを入れてください)。 

 外務省指定フォームの場合、別途費用 5 ユーロが必要です。 

 メールまたは電話番号を利用して、下記情報を添えて事前予約をしてください。 

 Name 

 Surname 

 Gender 

 ID card number / Passport No. 

 Contact Number 



 Back up contact number 

 Address 

 Date of Birth / Age 

 Email 

 Date of Departure 

 Time of Departure 

 費用は 120 ユーロ(外務書フォーム代別)で現金のみ可。 

 

St. James Hospital (Sliema) – Private Hospital 

https://stjameshospital.com/ 

平日 08:00-15:00、土曜日の午前中、予約の必要なく直接 Walk Through 検査場での検査が可

能ですが、最近待ち時間が⾧くなっているという情報がありますので、予約ができる場合には予約をしておい

てください。通常翌日にはメールで結果が届き、質問はサイト上のチャットでも可能です。 

 メールで届く結果には、政府フォーマットの事項通りの項目が全て記載されておらず (例:生年月

日の記載がない、検査方法の詳細が無い等)、日本の空港で注意を受け、今回だけということで

通常の入国を認められたケースが報告されています。 

 EC の学生ではありませんが、上記の理由で 3 日間の政府指定ホテルでの隔離が要請されたケ

ースが最近報告されています。 

 別途医師とのアポイントメントと追加費用 27 ユーロで外務省のフォームへの記載が可能です。 

 費用は 140 ユーロ(外務省フォーム代別)で、現金またはクレジットカード。 

 

111(Covid-19 ヘルプライン) – Government  

検査は無料ですが、日本政府の求める情報が記載されておらず、他校の日本人学生では、この無料検

査を受けて帰国、有効な検査とは認められずに 3 日間政府指定のホテルに滞在となったケースが報告さ

れていますので、利用は控えてください。 

 

 

********************************************************* 

注意:上記情報は 3 月 21 日現在のもので、今後事前予告なしに変更になったり、状況の変化によって推定所要時間などが

変わったりする可能性もあります。該当者は自分でも情報を確認しながら準備を進めるようにしてください。また万が一等資料の情

報や、規制変更によって何らかの損害が生じた場合、EC ではその責任を負いません。 


